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中間言語 としての古文の現代語訳
一一『徒然草』を例として一―
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とうに多いようである。(〈 第一学習社版〉高等学校 『古典 古文編 (第


























































































































光ガ″′の頃、或るスに誘 771れ 奉 クて、ガぐるまでガ月あクぐ事庁クι
だ、ぷ ι出る/7fあ クで、案内 させてス クをひぬ。
という個所がある。これに対して、

























り」 (謙譲)、 動詞「思 (お ぼ)す」 (尊敬)、 補助動詞「給ふ」 (尊敬)が使わ
れている。それに対して、現代語訳⑪では、「お～るJ(尊敬)、 「申し上げるJ











































































に筋肉の力を出すのをもって礼儀だと,と 得ヽている。 (し かし、これは
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